
１　施策の位置付け

２　施策の取組状況

総合評価
　順調 ：（Ａ評価が２つ以上
（Ｃ評価がある場合を除く。））
　　　　　［９０点以上］

　概ね順調 ：
　（主にＢ評価が２つ以上）
　　［６５点以上９０点未満］

　やや遅れている ：
　（Ｃ評価が２つ以上）
　　　　［６５点未満］

Ｃ ： 計画より遅れ
 　 （主要な構成事業の
　　２割超が計画より遅れ）
　　　　　［１５点］

Ｂ ：前年度同水準
　　　（±５ｐｔ以内）
　　　　　　［２５点］

Ｃ ：前年度より低下
　　　（－５ｐｔ超）
　　　　　［１５点］

Ｂ ：達成度７０％～９０％
　　　　　　［２５点］

③主要な構成
事業の

進捗状況

　Ａ ： 計画以上
 　　 （主要な構成事業の
　　　２割超が計画以上）
　　　　　　［３３点］

①施策指標

　Ｂ ： 計画どおり
 　 　（主要な構成事業の
　　　８割以上が計画どおり）
　　　　　　［２５点］

　Ａ ：達成度９０％超
　　　　　　［３３点］

Ｃ ：達成度７０％未満
　　　　　［１５点］

H28 H29

  ③　主要な構成事業の進捗状況
　　（主要な構成事業の個別の進捗状況は，「３　施策を構成する事業の状況｝を参照）

取組内容と成果・成果の要因，進捗の状況
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②市民意識
調査結果
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　Ａ ：前年度より向上
　　　　　（＋５ｐｔ超）
　　　　　　［３３点］
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現状値

①
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2,077ｈａ
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（Ｈ29）
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単年度の
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現状値 実績値

実績値

目標値
（Ｈ29）

実績値
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目標値
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単年度
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2,096

32.3%

44.5%
指
標
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目標値
（Ｈ29）

2,151ｈａ 100.0%

現状値

土地区画整理事業の整備面積
（ha）

施策目標 安全で快適な居住環境を有した市街地が形成されています。

Ａ

2,151

H26指標名（単位） H24 H25
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2.6%

指
標
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H24
（現状値）
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H28
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（目標年）

31.9%

H27

施策指標

指標名（単位）

前年度からの
増減

総
合
評
価

83点

2,108

2,116

平成２７年度　行政評価　　施策カルテ

H28

-2.2%
目標値

（Ｈ29）

H26評価

３　地域特性に応じた安全で快適な市街地の形成

調査結果

施策主管課 総合計画記載頁

概ね順調・施策指標である「土地区画整理事業の整備面積」については当該年度目標を達成し，安全で快適な居住環境を有
した市街地が着実に拡大しており，平成２６年度の市民意識調査結果は，前年度同水準の満足度となっている。

H25 H29 評価
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H27

Ｂ

２１　機能的で魅力のある都市空間を形成する

施策の満足度（％）

市街地整備課

政策の柱 Ⅴ　都市のさまざまな活動を支える都市基盤の機能と質を高めるために 市内の地域が，その特性に応じた個性や魅力，都市機能を備え，コンパクトで調和のとれた都市空
間が形成されています。

政策の達成目標
（基本施策目標）

政策名
（基本施策名）

150ページ施策名

市民満足度

・東日本大震災の発生などを踏まえた市民の防災への意識の高まりにより，安全で快適に暮らすことができる住環境の確保が求められている。
・国においては，地方都市の人口減少・高齢化を背景に，都市再生特別措置法を改正し，立地適正化計画による都市機能の誘導など持続可能な都市構造への再構築を実現するための都市政策や防災・安全など特定の政策分野への交付金
配分の重点化を図っている。本市においても将来都市構造であるネットワーク型コンパクトシティを踏まえた魅力ある市街地を形成していく必要がある。

施策を取り
巻く環境等

・施策指標である「土地区画整理事業の整備面積」について，計画的な事業実施により，当該年度目標を達成し
た。

※『①施策指標』の単年度の達成度の計算について

★ 逓増型の指標（目標値が基準値より増加することが望ましいもの） × １００ （％）

★ 逓減型の指標（目標値が基準値より減少することが望ましいもの） × １００ （％）

実績値
目標値

目標値
実績値

31.9 34.5 32.3 
44.5 
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◆ 調査結果 ／ ■ 目標値（％）



３　施策を構成する事業の状況 ※凡例　○：「総合計画の戦略プロジェクト・主要事業」対象，★：「③ 主要な構成事業の進捗状況」対象（最大５事業選択）

４　今後の施策の取組方針

1 小幡・清住土地区画整理事業

日本一
施策
事業

№
事業内容

対象者・物（誰・何に）

事業名
戦略Ｐ・
主要事業

※
施 策 目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 方 針

宇都宮大学東南部第1土地区画整理事業

○★ Ｈ25

事業の
進捗状況

H26
事業費

（千円）
開始年度

事業が属する総合計画の
構成事業名

取組（何を）

土地区画整理事業の推進
事業用地取得
個別説明会の開催

〈その他個別事業〉

2

本事業は，安全で快適な市街地を形成する上で重要な事業であることから，市
民ニーズを把握し，公園の適正配置に努めながら，身近な生活圏の公園整備
を計画的に進めていく。

本事業は，安全で快適な市街地を形成する上で重要な事業であることから，関
係権利者の合意形成を図りながら，建物移転及び公共施設整備等を計画的か
つ効率的に推進する。

◆東日本大震災の発生などを踏まえた，市民からの災害に強い安全な都市づくりへの要請の高まりにより，安全で快適に暮ら
すことができる住環境の形成や，災害にも強く，環境に配慮した都市基盤の形成が求められている。

◆本市の財政状況について，高齢化の進展に伴う扶助費の増加などにより財源確保が課題となる中，国土交通省において
は，防災・安全や集約型都市構造への再構築などに対する交付金配分の重点化を図っており，本市においても都市づくりの基
本理念である「ネットワーク型コンパクトシティ」の実現に向けた取組を強化するとともに，国の新たな補助制度を活用しながら
事業を進めていく必要がある。

◆「土地区画整理事業の推進」については，事業の長期化，財政負担の軽減が課題となる中，「ネットワーク型コンパクトシ
ティ」の実現を踏まえた市街地整備の基本方針等を検討するとともに，事業の「選択と集中」の観点から，事業費の平準化，事
業ペースの調整等を図りながら効率的に進めていく必要がある。

◆「市街地再開発事業の推進」については，関係権利者の合意形成や民間事業者の動向，参画意向の把握など早期事業化
に向けて地元組織に対し，適切な支援・指導を図る必要がある。

◆「身近な生活圏の公園整備」については，多様な住民ニーズを踏まえた公園整備が求められており，身近な生活圏の公園づ
くり指針等を踏まえながら，適切に整備を推進していく必要がある。

宇都宮鶴田第2土地区画整理事業

○★
道路築造
宅地造成

本事業は，安全で快適な市街地を形成する上で重要な事業であることから，関
係権利者の一層の理解促進を図りながら，事業推進のための用地の先行取
得等を計画的に推進する。

本事業は，安全で快適な市街地を形成する上で重要な事業であることから，関
係権利者の合意形成を図るとともに事業期間を精査しながら，建物移転及び
公共施設整備等を計画的かつ効率的に推進する。

5

4

本事業は，安全で快適な市街地を形成する上で重要な事業であることから，工
事着工に向け，権利変換計画の作成など，確実に事業を推進できるように組
合を支援・指導していく。

本事業は，安全で快適な市街地を形成する上で重要な事業であることから，関
係権利者の合意形成を図りながら，建物移転及び公共施設整備等を計画的か
つ効率的に推進する。

方向性

計画どおり

〈施策全般〉
◆施策指標である土地区画整理事業の整備面積の進捗や，市民1人当たりの都市公園面積の増加など，限られた財源の中で着実に成果
を上げており，今後とも計画的かつ効率的に事業を進めていく。

今後の方向性

Ｈ11○ 土地区画整理事業の推進

土地区画整理事業の推進

課題

〈主要事業〉
◆「土地区画整理事業の推進」については，安全で快適な市街地を形成する上で重要な取組であるが，事業の長期化，財政負担の軽減が
課題となっており，事業地区のより一層の優先化・重点化を図りながら，計画的かつ効率的に進めていく。
⇒小幡・清住地区：本市の都市計画道路網の骨格となる都心環状線の早期開通に向け，用地の先行取得・地元理解の促進に努め，事業推
進を図る。
⇒宇都宮大学東南部第1・第2地区：基幹的な都市施設である都市計画道路（産業通り）の早期開通に向け，優先的に事業推進を図る。
⇒岡本駅西地区：ＪＲ岡本駅の駅関連施設（東西自由通路・橋上駅舎）整備の進捗と整合を図り，西口駅前広場や都市計画道路（岡本駅西
線）の早期整備を目指し，計画的な事業展開を図る。
⇒鶴田第2地区：基幹的な都市施設である都市計画道路（鶴田宝木線）の早期整備を目指し，計画的な事業展開を図る。

◆「市街地再開発事業の推進」については，今後の社会経済情勢を踏まえた事業計画の検討や，確実な工事着工に向け，地元組織に対し
て適切な支援・指導を行う。

土地区画整理事業の推進

市街地再開発事業の実施に
係る補助金の支出
職員による事業に対する技
術的援助

市民と市外からの来訪
者

807,224

道路築造
宅地造成

宇都宮大手地区市街
地再開発組合

計画どおり
事業計画区域
関係権利者及び市民

795,440

Ｈ11

Ｈ6

H25

816,336

H16

653,617

147,610

0

485,416

道路築造
宅地造成

計画どおり

計画どおり

計画どおり

計画どおり

事業計画区域
関係権利者及び市民

公園整備

事業計画区域
関係権利者及び市民

計画どおり

岡本駅西土地区画整理事業 ○★ 土地区画整理事業の推進

身近な生活圏の公園整備事業 ★

・街区・近隣・地区公園整備
事業の推進
・公園・緑地の再整備事業の
推進
・ワークショップによる公園づ
くり

大手地区市街地再開発事業補助金 ○★ 市街地再開発事業の推進

都市計画決定区域
市民及び権利者等

6

7

9 宇都宮東部土地区画整理事業（未着手地区）

事業計画区域
関係権利者及び市民

公園愛護会の新設・育成支
援

住民協議等
個別訪問

計画どおり 0
本事業は，安全で快適な市街地を形成する上で重要な事業であることから，関
係権利者の合意形成を図りながら，各地区の特性を踏まえた効率的・効果的
な整備手法等を検討する。

本事業は，安全で快適な市街地を形成する上で，公園整備と併せ適正な管理
も重要となることから，引き続き愛護会の支援を継続する。また，活動の活性
化のため，愛護会の規模や特性に合わせた活動メニューなどを検討していく。

計画どおり

77,300 Ｈ22

10 宇都宮市公園愛護会補助金 公園愛護会支援事業の推進

公園愛護活動に参加
する地域団体（自治
会・子ども会などの任
意団体）

Ｓ47

4,208 S51

先駆的
本事業は，安全で快適な市街地を形成する上で重要な事業であり，平成27年3
月には全ての工事完了により換地処分を行ったことから，着実な清算事務に
取り組んでいく。

8 平松本町第三土地区画整理事業 ○ 土地区画整理事業の推進
事業計画区域
関係権利者及び市民

事業計画変更及び換地計画
認可取得
換地処分公告

計画どおり

Ｈ19
本事業は，安全で快適な市街地を形成する上で重要な事業であることから，関
係権利者の合意形成を図りながら，建物移転及び公共施設整備等を計画的か
つ効率的に推進する。

3 宇都宮大学東南部第2土地区画整理事業 ○★ 土地区画整理事業の推進
事業計画区域
関係権利者及び市民

道路築造
宅地造成


